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有賀寛芳13830-13:35始めに，,… 牝海迦大学大学院蕊学研究院

①離職雛鱗ｒｉ;鯏愚鯛‐=…廠儒
吟.二Ｚ

１３;3５－ 化合物スクリーニングにおけるＢｉacore＆ITCの効甲的活圏窪

吉川正人ＧＥへルスヶァ゛ジャパン ライフサイエンス観括本國
巳

Ｉ 低分子化合物の分析におけるＬＣ／ＭＳの活用

川瀬泰司日本ｳ謙－ﾀｰｽﾞｿﾘﾕｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

体H１

IｉＳ２０１節０５８

＊15805-1511日

~|ﾃﾞｰﾏ(早)醗嚇雨釧繍繍
削 テーマ

神経通性痩皿当鰻璽としての、十1結合化合物'５２１５－１５』

有賀亜芳北淘廻大宗大字院薬学癩院

DJ-1患ターゲットとする嗣密インシリコデザイン：MM-PBSA法とＦＭＯ法の適用

Ｉ
[５９５５－１６蝿０

国光保博 憂悶哩王竈*官iwセンター

]需一雰露
創離科蝋研蹄敬育センター化合物ライブラリー創潔研究費成果報告
国I1H風１１，服間《UliWIp辮辮ilWI蝶MlIMlMI》

４型メラノコルチン受容体を瞭的とする新繊ﾘ繭ｼｰﾄﾞ化合物
探索のためのハイスループットスクリーニング系の栂築

井手聡一郎北洞廻大学大字癖字研礎碗

Rasのバミルトイル化阻害による新規抗癌蕊の探索

大野佑介北海廻;i雰表学院薬学研究院

テーマ

Ｉ
ＩＩｉＭＯＭ８５ラ⑩

Ｉ､１５５１７:ＩＤＩ

｝
｢プリピレッジ11,週塑駒型ライブラリー」栂檗プロジェクトl７ＩＯＪ７２Ｚ用

久保田高明北海道蜂樗院藥学研究l開
ニゼ

副作用の少救いアルツハイマー治癒薬の開発１７ﾆラｌ７８ｆＩＩＩ

羽田沙緒里北海迫大字大学院繋字研究賊

I上 ｌ７ｌ０１７ｇ５５叩将来的なエポラウイルス制圧を目的とした
抗エポラウイルス蕊ハイスループットスクリーニング

南保明日香北海迫大字或字院藁学研嘘

燦
17:”-18:00閉会の辞･…･周東 智 北海迦大学大学院薬学研究院

鰯
●主催／北海道大学大学院薬学研究院創薬科学研究教育センター

●後援／文部科学省･最先端研究基盤事業(化合物ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰを活用した１W離郡股先端研究･教育基盛の整備】

迎絡先：有賀寛芳北海道大学大学院梁学研究院分子生物
TELO11-706-3745Ｅ－ｍａｉｌ：l11ro＠pI1armJ1okudai.､c・iｐ I-lOKI<ＡＩＤＯＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ


